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研 究 室 紹 介

　我々の研究室は，肺癌に対する分子標的治療薬であ
るゲフィチニブの安全かつ有効なテーラーメード治療
の開発を，臨床研究を中心に行ってきた．肺癌細胞の
EGFR（epidermal growth factor receptor）遺伝子変異
を高感度かつ迅速に検出するシステムを用いて，PS
（performance status）不良なEGFR遺伝子変異陽性
肺癌へのゲフィチニブの臨床的効果を第 II相試験で証
明した．発表した論文は（J Clin Oncol 2009;27:1394），
聖ラザロ（キリストにより復活した聖人）研究と
呼ばれている（図 1）．この結果，これまで化学療法
の対象とならなかったPS不良な高齢者であっても，
EGFR遺伝子変異陽性であれば治療を行い得ること
が明らかとなった．寝たきり状態で入院した患者が，
治療を行うことにより自力で歩いて退院することが
可能になったのである．この業績により，日本肺癌
学会肺癌治療ガイドラインのみならず，米国NCCNガ
イドライン，英国NICEのPS不良の進行非小細胞肺癌
の記載を変更させた．
　さらに，PS良好なEGFR遺伝子変異陽性肺癌を対象

とした，化学療法先行 vs. ゲフィチニブ先行を比較す
る第 III相試験を遂行し，ゲフィチニブを第一選択薬
にしたほうが無増悪生存期間を改善することを示し
（図 2），世界的にも大きなインパクトを与えることに
成功した（N Engl J Med 2010;362:2380）．この業績も上
記ガイドラインのPS良好の進行非小細胞肺癌の記載
の改訂につながった．
　現在，我々は，ゲフィチニブと抗がん剤同時併用
（カルボプラチン＋ペメトレキセド）の可能性を
探っている．今後は，EGFR遺伝子変異だけでなく，
EML4-ALKも含めて肺癌の遺伝子解析に基づいた
テーラーメード治療の開発を行いたい．そのために
次世代高速シークエンサーを用いた肺癌遺伝子の網羅
的解析法の確立に全力を傾注する予定である．また，
抗がん剤併用療法の開発も行っている．非小細胞肺癌
既治療例に対し，隔週投薬ドセタキセル／ TS -1併用
療法が安全かつ有効な治療法であることを第 I／ II相
試験で見いだした（Br J Cancer 2012;107:1474）．現在，
第 III相試験を行っているところである．
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　一方，全肺癌患者さんの85％は救えないのが現状で
ある．緩和医療の研究・教育と臨床にも注力している．
緩和医療学会暫定指導医の部長の下，緩和医療学会
認定の取得を医局員は目指している．研究面では，
新規のオピオイド貼付剤の開発に寄与した．さらに，
患者QoL研究において，国内で唯一，欧州 EORTC 
QoLグループに参画し，スピリチュアリティを測定
する研究を行っている（EORTC QLQ-SWB36）．
　以上のように，肺癌の積極治療のみならず緩和医療
も大切にする肺癌診療を行っている診療科である．
昨年度の診療実績は，化学療法単独 443名，放射線化
学療法 109例，放射線単独 174例（多くは緩和目的）を
扱い，学術的な業績や診療規模は国内有数のレベルで
ある．一方，国際医療センターで発症する肺感染症，
間質性肺炎，閉塞性肺疾患なども扱い一般呼吸器内
科の診療も行っている．最近，薬剤性肺炎とMUC4
遺伝子の関係を萩原教授が見いだした．これが臨床的
に正しいかを検討する臨床試験を行う予定である．
MUC4遺伝子の役割が明らかとなれば，間質性肺炎の
診療に大きく寄与する可能性がある．
　さらに，我々の診療科の特徴にもう1つ挙げられる
ものがある．それはお母さん医師の活躍である．現在，
医員数 10名のうち非常勤 I類の女性医師が2名勤務
している．これは医局が医師の勤務管理を行ってい
るためで，問題となる超過勤務など劣悪な労働条件は
ない．女性医師であっても，十分に働ける環境が存在
する．
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